
島根県の外国人住民の現状
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島根県の外国人住民の状況

・令和８年１月１日現在の
外国人住民数は11,437人で
過去最高を更新中

・外国人住民比率は1.81％
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島根県の人口と外国人住民の推移

外国人住民数 県人口

外国人住民数：令和８年１月１日 島根県文化国際課調べ
県人口：令和７年 島根の人口移動と推計人口（島根県統計調査課）

調査年度

1



ブラジル, 

3,613 

ベトナム, 1,905 

フィリピン,

1,193
中国, 1,060 

インドネシア,

783 

ミャンマー,

654

韓国・朝鮮, 

552 
その他, 1,677 

島根県の外国人住民の状況

令和８年１月１日 島根県文化国際課調べ 2025年12月末現在 法務省 在留外国人統計

国籍・地域別 在留資格別
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人 口島根県の人口の推移（年齢別人口）
• 少子・高齢化が進行し、0～14歳の人口のみならず、生産活動の中核をなす年代も減少傾向

資料：「国勢調査」（総務省統計局）〔各年10月１日現在〕
（注）年齢別割合は、2015年までは分母となる総数から年齢不詳を除いて算出している。2020年は不詳補完値を基準として算出している。
（注）1955年の19歳人口は、全国の15～19歳各歳の人口比を基に推計（都道府県単位の各歳人口データが開示されていないため）
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2026年3月高等学校卒業者職業紹介状況

単位：人

進学者等

県内 県外

662 334

※求人数は県内事業所の求人数

求人数
高校卒業者（5,341）

【出典】求人数及び就職内定者：島根労働局資料　　高校卒業者及び進学者等：島根県教育委員会資料

就職内定者

3,339 996 4,223

島根県における人材不足の状況

１ 高卒者職業紹介の状況

２ 求人・求職者数の状況（介護、製造業、建設業）

特に介護、製造、建設
といった業種で人材不足

が著しい状況

若者が
大幅に不足

出典：島根労働局資料

4



外国人住民は地方産業や暮らしを支える「地域の生活者」

・県人口は年間8千人ペースで減少する一方で、
外国人住民は年間千人ペースで増加

・国籍はブラジル（日系）、ベトナム、中国、
フィリピン、インドネシア、ミャンマーの順で
多い

人口減少下における外国人住民の増加

・在留資格は、永住者、定住者、技能実習が多い

・企業、事業所は慢性的に人材不足の状況

・介護・建設・製造業等をはじめとする多くの
業種で外国人材の必要性の高まり

・外国人材には長く定着してほしい

企業・事業所からのニーズ

外国人住民の現状と企業・事業所からのニーズ
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県内における摩擦の認識と現状

・県警の話では、県内での外国人による犯罪は、
あまりない

・日本のルール、習慣が伝わり、生活に慣れれば
基本的にはルールを守る

外国人住民と日本人住民との摩擦の現状

・インバウンド（短期旅行者）のマナー問題との
混同により、地域に暮らす外国人住民への
クレームに繋がる不安

社会不安の増大と外国人住民への誤解

地域住民とのトラブルは、あまり聞かない

・ゴミ、騒音、住民とのトラブルなどの問題は、
あまり聞かない

・外国人住民への理解を深めるため、地域や学校
を対象にした多文化共生セミナーや、交流イベ
ントの開催等が必要

・外国人住民が増えると、地域の日本人は、言葉
が通じない事や文化の違いによる軋轢を懸念
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特定技能移行時の「県外流出」

・賃金の格差、生活の利便性、同郷コミュニティの
充実に惹かれ、若年層が都市部へ移動

・企業が３年間コストをかけて育成した人材が
流出し、また新たに一から外国人材を育成す
る必要がある

・地方企業単体の努力では解決できない構造的
な問題

流出の構造と要因
・転籍が制限されている技能実習から特定技能へ
移行した段階で移動が可能に

技能実習で育成した人材が、特定技能への移行を機に都市部へ流出

地方経済への影響
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技能実習⇒特定技能移行時の県外流出の状況
流出率上位自治体（10自治体）

特1残留者 特1移行者 流出率 最低賃金(円)

青森県 421 1,057 60.2% 1,090

島根県 302 680 55.6% 1,092

岩手県 542 1,206 55.1% 1,090

鳥取県 271 592 54.2% 1,090

秋田県 210 451 53.4% 1,090

佐賀県 517 1,098 52.9% 1,095

福島県 662 1,363 51.4% 1,094

宮城県 992 1,987 50.1% 1,098

山口県 869 1,702 48.9% 1,101

宮崎県 695 1,332 47.8% 1,085

※技能実習から特定技能へ移行時の地域間異動状況等：出入国在留管理庁
※最低賃金 令和８年度地域別最低賃金答申状況：厚生労働省

【参考】 島根県の賃金水準
・最低賃金   １,０９２円（全国３５位）
・月額賃金 ２８万２６００円

※厚生労働省賃金構造基本統計調査

東京 ４１万８３００円
大阪 ３４万８９００円
広島 ３２万 ２００円
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技能実習生の出身国の変化

9



島根県内の企業等を対象とした外国人材定着のための支援

外国人材定着施策①

外国人材定着支援補助金 外国人材定着支援（日本語学習支援）
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シリーズセミナー「外国人材が活躍・定着し企業が成長するために！」

第１回 育成就労制度のもとで外国人材が島根で活躍するために
第２回 外国人材が定着・活躍する職場の条件とは ー日本語力と仕事・生活満足度から読み解くー

外国人材定着施策②
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多文化共生施策①

・日常生活のサポートや外国人住民への情報提供など、活動内容は多岐にわたり、外国人住民
の支えとなっている

・外国人住民と行政機関・支援機関との橋渡し役として、県内16の個人・団体を県知事が
「外国人地域サポーター」に委嘱

外国人住民を支える「外国人地域サポーター」の配置

・同じ地域に住み、より近い存在であることから、外国人住民の抱える問題やニーズを把握し、
適切な行政サービスの利用をサポートすることにより、問題の早期発見や早期解決につなぐ
ことが可能
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多文化共生施策②

・令和８年４月、松江市中心部の近くに移転し、
利用者の利便性が向上

・移転に伴い、平日に加え、毎月第４日曜日を
開所

地域国際化協会「（公財）しまね国際センター」を移転

・大人数の利用に対応した多目的室、プライバ
シーに配慮した専用相談室等を整備

・４名の専任スタッフにより、県内各地の日本語
学習を支援

・最大25言語に対応した相談窓口
「多言語Go-enしまね」を運営。
ポルトガル語、中国語、ベトナム語、タガログ語、
英語については、専任のスタッフが対応

市内中心部に多機能な施設を新設多文化共生の拠点としての機能

・年間を通して、地域住民との交流イベントを
開催
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